










2001洗 ヘ リウム液 化装置稼働 開始
低温セ ンター豊中分室
平成13年 度 の補正予算 で更新 が認め られたヘ リウム液化装置の設置が完了 し、や っと稼働 にこぎ
着 けました。更新期 間中は液体寒剤供給 に関 し、寒剤利用者の皆様 にはご理解 とご協力 をいただ き
あ りが とうござい ました。 ここでは、更新 された液化装置の概要 と性能等 を簡単 に紹介 したい と思
います。
図1は 液化装置本体 とヘ リウム貯漕で
す。液化装置本体(Linde社 製TCF50)
は右側 に見 える水色 の装置で、その左側
の 白い タンクが容量4,000リ ッ トルの貯
漕 です。 液化装 置 の液化能 力 は、純度
100%の ヘ リウムガス使用時 には200リ ッ
トル/時 以上 と旧液化装置の約2倍 の能
力 を有 しますが、装置 の大 きさは背 は高
い ものの、設置床 面積 はむ しろ小 さ く
なってお り、液化室が広 く感 じます。旧
図1Linde社 製TCF50ヘ リウム液化装置(右 手)と40004の 液化 装 置 は レシプロ型 と呼 ばれ る もの
液体ヘリウム貯槽 で
、液化運転中は大 きなピス トンが4基
かな り大 きな音 をたてて上下動 してお り、いかに も液化 しているという感 じが して原理的 にも分か
りやすかったのですが、新装置では、 タービンの高回転 による回転音 と、時々 自動制御 されるバル
ブの開閉音がする くらいで、初めて見 る人 は、液化 しているのかいないのかわか らないほど静かで
す。現在 回収ガス による不純 ガス運転 も行 ってお りますが、不純ガス使用時で も(も ちろん純度に
よ りますが)200リ ッ トル/時 以上 の液化率 を記録 してい ます。液化装置本体 は もちろん周辺装置
もほ とん どが コンピューターにより自動制御 されています。 このため、ひ とたび不具合が発生する
と業者 に頼 らざるを得 ない部分が増 えましたが、使 い方 は非常 に単純 にな りました。 とはいえ、今
回の更新で設備全体が非常 に大 きな もの とな り、すべ ての装置 を理解 して安全 に動かすためにはか
な りの経験 と熟練 を要す ると思われます。
今 回の更新で一番苦 労 したのが図2の 液化用 コンプ レッサーで した。大 きさが3,265×4,950×
3,250(H)あ り、 さらに全重量が12.5ト ンもあるため設置場所 の問題があ りま した。結局旧水素
室 と呼ばれる液化室 とは別棟の建物の2部 屋 を、壁 を壊 して部屋続 きとし、 さらに床 の重量物が置
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ける ように基礎工事 をし直 して設置 しまし
た。搬入 の際 には建物 の側壁 に大 きな穴 を
あけ、設置後埋め戻 しま した。今後 コンプ
レッサーを外 に出すため には、再度壁 を壊
す 必要 があ ります。 また この コンプ レッ
サ ーだけに6,600V、320kWの 電源 が必 要
で した。起動時の消費電力 は、夏場理学部
で使用する電力の ピー ク値 とほぼ同 じくら
い になるため、1次 側の電気容量の問題、
新たな受電設備 の問題等 々を本部施設部 と
何度 も相談 し、電気系統 に起動時の ピーク 図2前 川製作所製 ヘリウム圧縮機
値 を押 さえる装置 を導入 し、さらに他学部 で使用電力が増 える前 にコンプレッサーを起動 して しま
うな どの対策 をして運転 してい ます。実は、現在低温セ ンターの受電設備がつ ながる1次 側のライ
ンには、他 に理学部、工作 セ ンター、超 強磁場実験施設がつなが ってお り、1次 側の電気容量が、
ピーク時にはかな り厳 しい状態 になるようです。 もちろん全停電 にな らないように、低温セ ンター
の受電設備 にはリミッターが設 けられてお り、まず低温セ ンターが停電す るようになっていますが、
他学部での使用量が増 えると全停の可能性 もあるようです。将来的には理学部物理が新棟へ移動す
るな ど(新 棟 は別系統)理 学部の使用量 が緩和 され る方向 に向か うようですが、電気容量の問題 は
今後 も頭 に置いてお く必要があろうと思われ ます。
寒剤利用者の皆 さんには少 し耳の痛い話か もしれ ませ んが、今
回の更新 と共にヘ リウムガス回収 ラインのすべ てにヘ リウム純度
計 を設 けま した(図3)。 これ によ り常時各 ラインのヘ リウム純
度 をモニ ターすることがで き、万一純度が落ちた場合 で も、 どの
学部か らかす ぐに対応す ることがで きます。昨今、全世界でのヘ
リウムガスの使用量が増 えて きたため に、プラン トでの生産量が
追いつかな くな り、危機的状況 にあると聞 きます。 また、天然 ガ
スか ら分離 されるヘ リウムガス も無尽蔵にあるわけではあ りませ
ん。上記のように本学で は実験 に利用 したヘ リウムガスをリサ イ
クル使用 してお り、今 回の更新で今後 も安価で安定的に液体ヘ リ
ウムが供給で きますが、最 も大切 なの は利用者 の皆 さんのモラル
です。ヘ リウムが貴重 な資源であることを忘れず に、限 りある資
源 をで きるだけ長 く使 い続けるための一助 となればと考 えていま
す。
また、今 回の液化装置設置 とともに利用面の整備 も考 え、図4
の ような容器運搬車 を10台 導入 しま した。 これはIOOリ ッ トルの







図4容 器運搬車とヘ リウムベ ッセル
こぼこした道で も安定 してベ ッセルを運ぶ ことがで きま
す。基本的には各学部 に2台 程度ずつ常設す る予定です。
ただ し、 ブレーキが付いていないのでこの台車での坂道
の運搬 は大変危険ですので避けて ください。 また、い く
ら安定 しているか らといって も、1人 での運搬 は危険で
す。必ず2人 ない しは3人 で運ぶ ことを心がけて くだ さ
いo
今回の液化装置更新 によって、年 間10万 リッ トル を超
える豊中地区の液体 ヘ リウムの需要 には十分な液化能力
を持つ設備が整い ました。低温セ ンターは、今後 も本学
の低温研究の さらなる発展のために努力 を続 けて行 く所
存です。
液化装置更新 にご尽力頂 いた皆様、特 に理学部事務 をは じめ、豊 中調達 センター、本部事務局、
施設部の方 々には多大 なご協力 とご尽力 をいただ きました。 この場 をお借 りしま して、感謝 申 し上
げ ます。
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